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論文内容の要旨

本論文は，著者が大阪大学大学院工学研究科博士課程(電子工学専攻)在学中に行なったエネルギ

分解能の高いライナック電磁界中の電子軌道の解析に関する研究をまとめたもので， 6章からなって

いる O

第1章においては，エネルギ分解能の高いライナック電磁界中の電子軌道解析に関して従来の方法

と本論文との関係を述べ，本論文の意義を明確にしている。

第2章においては，一般の回転対称TMモード電磁界中の電子軌道の縦および横方向エミッタンス

の不変性を近軸近似の仮定の下で解析的に証明し，その応用例を示している O また，近軸エミッタン

スと Liouville不変量との関係ならびにエミッタンス図と変換行列との関係について考察している O

第3章においては，最適入射位相でのライナック電子軌道の2次近似解析法を扱っている O すなわ

ち，出射エネルギを入射位相幅，入射ビーム径むよびビーム入射角の 2次収差形式として表現し，そ

の収差係数を軌道方程式から追跡する方法および積分形式で与える方法を示し，特別な場合の収差係

数の解析解を与えている O つぎに，軸上電子の出射エネルギの広がりが入射位相幅の2次関数となる

ように変形された縦方向変換行列を導入し，最後に， 2次近似の枠内において縦方向エミッタンスの

性質を明らかにしている O

第4章においては，空間電荷効果に対する近軸理論を扱っている O すなわち，電子集群の楕円体モ

デルの相対論的な線形空間電荷界を導出した後，空間電荷効果の近軸収差表示ならびに等価ビーム径

による表示を行なっている O つぎに，等価ビーム径のみたす首尾一貫した形の方程式の近似解析解を

ライナック電磁界およびドリフト空間に対して与えている O
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第5章においては，第2章および第3章の理論の応用例として超電導ライナックの加速管の設計を

行ない，その軌道解析例を示している O

第6章は結論で，得られた研究成果をまとめるとともに，残された問題について述べている O

論文の審査結果の要旨

エネルギ分布の小さい高エネルギ電子ビームを得るための超電導電子ライナックにおいては，従来

の横および縦方向の軌道解析法では不十分であるO 本論文では，ライナックの横および縦方向軌道の

近軸および2次近似を電子幾何光学的に解析し，その特性を簡潔に記述している O

すなわち，回転対称TMモード電磁界中の電子軌道の縦および横方向のエミッタンスが近軸仮定のも

とで保存されることを証明し， 2次近似での保存性を吟味している O つぎに縦方向特性を入射面での諸

量の2次収差形式で表現し，その2次収差係数を積分表示している。空間電荷効果については近軸仮

定の下で首尾一貫した方法で解析しているO 最後に，これらを実際のモデル5空胴加速管に対して適

用し，その有用性を示している O

このように本論文は，この分野の進歩に寄与するところ大きく，博士論文として価値あるものと認

めるO
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